
杏林大学・保健学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６１０

基盤研究(C)（一般）

2019～2016

人生後期における自伝的記憶の機能－他者に語る記憶と自己を振り返る記憶－

Functions of autobiographical memory in the latter half of life: Memories shared
 with others and memories that reflect on oneself

２０３０６６６６研究者番号：

下島　裕美（Shimojima, Yumi）

研究期間：

１６Ｋ０４３１４

年 月 日現在  ２   ６ １２

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究では人生後半における自伝的記憶の機能，特に他者に語る記憶と自己を振り返
る記憶について検討した。中高年を対象としたweb調査を実施した結果， エンディングノートに自伝的記憶が必
要だと答えたのは3割に過ぎず，人生の終盤を意識した時に不随意に自伝的記憶を想起する人は半数に満たなか
った。しかし意図的な想起は可能であった。また記憶を他者と共有したい人は4割に過ぎず，想起された記憶の4
割弱は誰にも話したことがない記憶であった。記憶研究では回想による過去の捉え直しのポジティブな機能が強
調されてきたが，本研究は人生後半における自伝的記憶の機能を再検討する必要性を示唆するものとなった。

研究成果の概要（英文）：This study examined the functions of autobiographical memories in the latter
 half of life, specifically memories shared with others and memories that reflect on oneself. In an 
online survey conducted with middle aged to elderly people, only 30% responded that autobiographical
 memories were necessary in an “ending note” (a document similar to a living will) , and less than
 half of them involuntarily recalled autobiographic memories when becoming aware of the end of their
 life. However, intentional recall was possible. Only 40% wanted to share their memories with 
others, and just under 40% of recalled memories were memories that were never shared with others. 
Previous research on memory has emphasized positive functions of recapturing the past through 
recollection. However, the present study indicates the need to re-examine the function of 
autobiographical memories in the latter half of life.

研究分野： 認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
回想による過去の捉え直し，特に他者と記憶を共有することの意味はポジティブに捉えられてきた。しかし本研
究の結果，中高年は自分の今後の人生を展望した時にそれほど自伝的記憶を必要としないこと，他者と記憶を共
有する必要を感じていないことが示された。人生100年時代を迎え，第二，第三の人生では過去との記憶の連続
性を必要としない人が多くいることを示したという意味で社会的意義のある研究だと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 自分に関する過去の記憶を自伝的記憶(ABM)という。ABM には自己，方向づけ，社会と

いう 3 つの機能がある。自己機能は ABM が自己の一貫性・連続性を支えることを，方向づ

け機能は過去経験を現在の問題解決や将来の意思決定にいかすことを，社会機能は ABM を

他者と共有することで他者との関係が維持されたり強められたりすることを指す。 

 日本では自分の人生の最期を考えるためのツールとしてエンディングノートが知られて

いるが，エンディングノートの記入内容は医療・介護情報に限らず「自分史」自由記述欄も

設けられている。そこで本研究では，エンディングノートに記入される自伝的記憶を分析す

ることにより，人生後半における自伝的記憶の機能について検討する。 

 

２．研究の目的 

（１）エンディングノートに記入される自伝的記憶の分析により，人生後半における自伝的

記憶の機能を明らかにする。 

（２）自伝的記憶の機能の中でも，他者との記憶の共有（社会的機能）について検討する。 

 

３．研究の方法 

（１）50,60,70 代男女 450 名を対象としたインターネット調査。調査項目：エンディング

ノートの記入経験と関心，エンディングノートに必要だと思う項目，エンディングノートに

書く過去の思い出とその記憶特性，思い出を書かない場合はその理由，TALE 尺度（落合・

小口, 2013）。 

（２）50,60,70 代男女 600 名を対象としたインターネット調査。調査項目：TALE 尺度，

Zimbardo 時間的展望尺度（下島・佐藤・越智, 2014），エンディングノートに必要な項目，

上記過程で想起した自伝的記憶，その記憶特性，人生満足度（角野, 1994），現在楽しんで

いることと目標，ホーディング尺度（池内, 2014）。 

（３）40，50 代男性 600 名を対象としたインターネット調査。調査項目：終活内容，その

過程で想起した自伝的記憶，その記憶特性，老活内容，その過程で想起した自伝的記憶，そ

の記憶特性，TALE 尺度，ジンバルドー時間的展望尺度，時間的展望体験尺度（白井, 1994），

自尊感情尺度（山本・松井・山成, 1982），人生満足度，将来楽しみにしていること。 

 

４．研究成果 

（１）エンディングノートに思い出が必要だと答えたのは 28.4%であった。思い出必要群は

不必要群よりも TALE 尺度（自己，方向，社会，考える頻度，話す頻度）の得点が有意に高

かった。思い出を実際に記入したのは 28.7%であり，思い出を書かない理由を内容分析した

結果，「必要ない」18.9%，「思い出は自分だけのもの」23.2%，「残された人の迷惑になる」

9.2%，「書くことがない」8.9%，「思い出は残された人の中にあればいい」8.0%であった。 

本研究の結果から，人生の最期をイメージした時に自伝的記憶を必要とする人は少ない

ことが示された。しかし本研究はエンディングノートに書く自伝的記憶を調べたにすぎず，

想起はしても書かなかった可能性がある。そこで調査 2では，エンディングノートにより人

生の最期を展望しているときに不随意に想起された自伝的記憶について検討した。 

（２）エンディングノートをイメージすることにより自伝的記憶が不随意想起されたのは

44.0%，随意想起されたのは 41.8%，非想起は 14.2%であった。不随意想起・随意想起・非想

起における TALE 尺度と ZTPI の得点を比較したところ，TALE 尺度の自己，方向，考える頻



度，話す頻度，ZTPI の過去否定，未来は不随意想起群が随意想起群と非想起群より有意に

得点が高かった。TALE 尺度の社会は不随意想起群が随意想起群より有意に得点が高かった。

記憶特性では，なつかしさ，過去感情，現在感情は随意想起群が不随意想起群より有意に高

く，詳細さは不随意想起群が随意想起群より有意に高かった。随意想起された記憶は不随意

想起された記憶よりも，なつかしく，過去現在ともに感情が肯定的で，詳細ではなかった。

また，想起した記憶を自分のエンディングノートに書こうと思うのは 24.3%，思わないが

49.7%，わからないが 26.0%，この記憶を誰かに知ってほしいと思うのは 37.7%，思わないの

は 62.3%，自分の死後に自分を思い出してほしいと思うのは 25.9%，思わないのは 23.1%，

どちらでもよいが 51.0%であった。エンディングノートにより自伝的記憶を不随意想起する

のは半数に満たず，随意想起できたとしてもその記憶を誰かと共有したいのはやはり半数

に満たないことが示された。 

エンディングノートは自分の死を意識するものであるため，特に 50 代の男性にとっては

関心が低かった。そこで調査 3では，中年男性に人生後半を展望してもらうために，定年後

の終活と老活についてイメージを求めた時に想起される自伝的記憶について検討する。 

（３）終活をイメージすることにより自伝的記憶が不随意想起されたのは 20.9%，随意想起

されたのは 47.8%，想起できなかったのは 31.3%であった。老活をイメージすることにより

自伝的記憶が不随意想起されたのは 29.3%，随意想起されたのは 47.1%，想起できなかった

のは 23.6%であった。また，想起された記憶を誰にも話したことがないのは，終活の不随意

想起で 24.1%，随意想起で 40.6%，老活の不随意想起で 40.2%，随意想起で 36.4%であった。 

 不随意想起・随意想起・非想起における TALE 尺度，ZTPI，時間展望体験尺度，自尊感情

尺度，人生満足度尺度の得点を比較したところ，終活では ZTPI の現在運命と時間的展望尺

度の充実感，過去受容の除く全てにおいて不随意想起の得点が非想起の得点より有意に高

かった。老活では TALE 尺度と ZTPI の未来，過去肯定において不随意想起が随意想起より

も有意に得点が高かった。 

 

以上より，自分の人生の最期をイメージする時，自伝的記憶を不随意に想起する人は少数

派であること，また想起した記憶を他者と共有したい人も少数派であることが示された。記

憶研究では回想による過去の捉え直しのポジティブな機能が強調されてきたが，本研究は

人生後半における自伝的記憶の機能を再検討する必要性を示唆するものとなった。 
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